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なんぶ議会だより　第 61号 ２なんぶ議会だより　第 61号３

一般会計 10人賛成 ３人反対平成30年度
決　算

９月定例議会報告

30年度一般会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

　令和元年９月定例議会が、９月５日から９月25日までの会期で開催されまし
た。平成30年度の一般会計・特別会計の決算をはじめ、令和元年度の一般会計
補正、条例の一部改正など21議案が審議され、すべて認定・可決されました。
４件の発議案では、１件が採択され、３件が不採択となりました。

9月定例議会

で認定
歳入  75億6,969万円 議会費

8,452万円
（1.2%）

総務費
13億5,518万円
（18.3%）

民生費
20億766万円
（27.1%）

衛生費
10億3,948万円
（14.0%）

農林水産業費
10億969万円
（13.6%）商工費

4,163万円
（0.6%）

土木費
3億2,533万円
（4.4%）

土木費
3億2,533万円
（4.4%）

消防費
5,184万円
（0.7%）教育費

5億1,295万円
（6.9%）

教育費
5億1,295万円
（6.9%）

災害復旧費
1億7,342万円
（2.3%）

公債費
8億609万円
（10.9%）

歳入

歳出
（目的別）

（前年対比４億5,084万円増）

歳出  74億779万円
（前年対比４億5,217万円増）

●ＪＯＣＡ連携事業
●旧法勝寺高校跡地整備事業
●複合施設整備事業
●子どもの広場整備事業
●小規模保育園整備事業
●塵芥処理費(焼却場改修工事)
●合板・製材生産強化対策事業(鳥取ＣＬＴ)
●集落営農体制強化支援事業
●農地中間管理機構集積協力金交付事業
●農泊推進事業
●農業用施設災害復旧費
●林業施設災害復旧

…………………………………………6,640万円
…………………………………720万円

…………………………………………1,246万円
………………………………………614万円
………………………………………990万円

………………………１億8,354万円
………４億4,100万円

…………………………………323万円
…………………1,617万円

………………………………………………1,000万円
……………………………………1,202万円

…………………………………………5,943万円

主な事業

鳥取ＣＬＴ鳥取ＣＬＴ農業用施設災害復旧農業用施設災害復旧子どもの広場子どもの広場 焼却場改修工事焼却場改修工事林業施設災害復旧林業施設災害復旧

　平成30年度の一般会計決算額は、歳入75億6,969万7,688円、歳出74億779万913円
で、この収支から翌年度へ繰越すべき財源を差し引いた実質収支は、１億923万1,330円の
黒字となった。

分担金及び負担金
1億658万円
（1.4%） 繰越金

1億7,900万円
（2.4%）
諸収入

1億5,636万円
（2.1%）

繰入金
2億6,998万円
（3.6%）

繰入金
2億6,998万円
（3.6%）

使用料及び手数
料、財産収入、

寄付金
1億3,746万円
（1.8%）

地方交付税
33億5,165万円
（44.3%）

国庫支出金
4億9,760万円
（6.6%）

国庫支出金
4億9,760万円
（6.6%）

県支出金
10億5,473万円
（13.9%）

県支出金
10億5,473万円
（13.9%）

町債
5億4,950万円
（7.3%）

地方消費税等各種交付金
2億8,127万円
（3.6%）

町税
9億8,556万円
（13.0%）討

論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

平成30年度一般会計歳入歳出の認定
発議名／議員名（議席番号順）

反対 ❶非正規職員が多いということ。住民
サービスを行うのが行政機関である。そ

こに携わる職員の専門性が特に必要だと監査報告の意
見書に上がっている。正規職員を採用し、正規職員の
割合を増やしていくことを強く求める。
❷緊急ネットワークシステムを無料にすること。高齢
者は年金収入に頼っている状況である。緊急ネット
ワークシステムは必要であるが、無料にして普及する
ことを求める。
❸団体に出している補助金に関すること。数年ずっと
続いて、特定の団体に補助金が出されている、特別な
活動をせず、研究会旅費などにしか使用していない団
体への補助金が見られた。一団体を特別扱いにするや
り方はやめるべきだ。
❹地方創生推進交付金に関すること。地方創生推進交
付金に振り回されるまちづくりは改めるべき。移住定
住などは必要だが、住民を大事にするようなやり方に
改めていくべきである。

賛成 ❶今回の決算は執行率が70％、80％以上
と高く、予算に認められた決算だった。今

回の一般会計の決算は、繰越明渠等を除けば、１億
900万円の余剰が出ています。これを今後の財源とし
て、これからの予算として使えることは、十分に評価で
きる。
❷役場の職員に専門職が必要だということは、皆同じ考
えだと思う。専門職について、社会福祉士、土木技師な
ど募集をしているが、応募がなかなかない状況にあり、
苦労している。町もそれなりの対応をされているし、頑
張っていると評価できる。
❸緊急ネットワークシステムについては、減額等の必要
性は考えられるが、自分の命を守るための必要な費用で
ある。
❹地方創生推進交付金について、拠点施設整備をはじ
め、温泉掘削などに交付金を活用して町のため、住民の
ために活かされ、成果があがっていると思う。
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××

○○○○○○○○○○

×

平成30年度一般会計歳入歳出の認定
発議名／議員名（議席番号順）
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と高く、予算に認められた決算だった。今

回の一般会計の決算は、繰越明渠等を除けば、１億
900万円の余剰が出ています。これを今後の財源とし
て、これからの予算として使えることは、十分に評価で
きる。
❷役場の職員に専門職が必要だということは、皆同じ考
えだと思う。専門職について、社会福祉士、土木技師な
ど募集をしているが、応募がなかなかない状況にあり、
苦労している。町もそれなりの対応をされているし、頑
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なんぶ議会だより　第 61号 4なんぶ議会だより　第 61号5

６月定例議会報告・条例と発議案 ９月定例議会報告・条例案と補正予算案

令和元年度一般会計補正予算案

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 プレミアム付商品券発行自体は恩恵を受
ける方がいるのも事実だが、低所得者対

策に限るなど対象が中途半端で不公平である。低所得
者の今後の消費税負担と比べると一時しのぎに過ぎな
い。消費税増税を止めるべき。

賛成 消費税の増税で一番迷惑を被るのは低所
得者だ。プレミアム付き商品券発行事業

はその低所得者対策として、消費税は上げるけれども
弱者に光を当てるような政策の一環である。

補正予算案の審査結果

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

全会一致
で可決

条例案の審査結果

〇放課後児童支援員の資格取得研修に指定都市の長が行う研修を追加

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書提出
陳情の審査結果

〇計画的な教職員定数の改善と義務教育費国庫負担割合を２分の１に復元することを求める
　陳情書を提出することを求める陳情 南部町税条例の一部改正

賛成多数で可決

〇鳥取県税条例の寄附金税額控除となる寄付先に一法人を追加

南部町印鑑条例の一部改正
〇マイナンバーカードに登録した旧姓での印鑑登録が可能に

令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算

全会一致
で可決

〇コンポスト化施設の休止により汚水処理場から発生する汚泥の処理
　を民間事業者に委託するための増額〔補正額　９４万１千円〕

令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算
〇コンポスト化施設の休止により汚水処理場から発生する汚泥の処理
　を民間事業者に委託するための増額及びコンポスト売上の減額
　〔補正額　３６０万８千円〕

令和元年度病院事業会計補正予算
〇医療機器の購入や温水ヒーター設備を更新するための増額
　〔資本的収入補正額(企業債)750万円、資本的支出補正額(建設改良費)785万３千円〕

○プレミアム商品券発行事業 ＋6,500万円
○複合施設整備事業 　　　　＋2,886万円
○起業促進奨励事業 　　　　　＋250万円
○がんばる農家プラン事業 　　△282万円
○6次産業化支援事業　　　  　＋284万円

○ため池整備事業 　　　　　　＋110万円
○山間地きのこ生産モデル事業 ＋398万円
○教育振興助成事業 　　　　　＋313万円
○その他災害復旧事業 　　　　＋420万円

〔補正額 １億１千983万４千円〕

2019年10月からの消費税10％中止を求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

×××××××

○

××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 この消費税引き上げであるが、引き上げ
と同時に軽減税率も導入される。社会保

障費が40兆円に迫ろうとする中、社会保障の充実、
将来負担の軽減、財政再建などを進めるため避けて通
れない。

賛成 軽減税率の運用もタクシーの例など順調
には進んでいない。また、軽減税率対応

レジの普及も進んでいない。社会保障費にしても消費
税が充てられる率が低いという問題もあり、結局は社
会保障費ではなく財政再建に使われる恐れが大きい。

発議案の審査結果
賛成少数で不採択

日韓関係の正常化を求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 この問題は、元徴用工問題で韓国最高裁
が日本企業に賠償命令を出したことで泥

仕合が始まった。しかし、日韓基本条約により日本が
韓国に経済協力金を支払うことで、韓国の日本に対す
る一切の請求権は放棄されている。キャッチボールの
ボールは現在韓国側にあると考える。

賛成 日韓関係の正常化のためには、日本が朝
鮮半島を侵略して直民地にしてきたとい

う歴史の事実はどうかということを見なければならな
い。徴用工問題は人権侵害であり、個人の請求権は
残っている。対話の中で解決していくべきであって、
話し合いに応じない、貿易問題で介入するというよう
なことはやめるべきだ。　

賛成少数で不採択

安倍政権下での改憲に反対し、社会保障の充実と景気回復を
求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 憲法改正については国民の理解を得なが
ら進めるとなっており意見書のニュアン

スとは違う。次に、防衛費予算の戦闘機購入なども老
朽化した機体を更新するものであり日本の防衛のため
である。社会保障の充実や景気回復も重要だが憲法改
正の議論も進める必要がある。

賛成 憲法の一番の目的は権力者の権力の範囲
を縛るということ。党首である総理大臣

が、その権力を縛る憲法を改正すると言うこと自体が
憲法違反である。国民の半数以上が憲法改正を望んで
いない。軍備増強にお金を使うのではなく、被災地の
復興などにお金を使うべきである。

全会一致で可決し意見書を提出

賛成少数で不採択



なんぶ議会だより　第 61号 4なんぶ議会だより　第 61号5

６月定例議会報告・条例と発議案 ９月定例議会報告・条例案と補正予算案

令和元年度一般会計補正予算案

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 プレミアム付商品券発行自体は恩恵を受
ける方がいるのも事実だが、低所得者対

策に限るなど対象が中途半端で不公平である。低所得
者の今後の消費税負担と比べると一時しのぎに過ぎな
い。消費税増税を止めるべき。

賛成 消費税の増税で一番迷惑を被るのは低所
得者だ。プレミアム付き商品券発行事業

はその低所得者対策として、消費税は上げるけれども
弱者に光を当てるような政策の一環である。

補正予算案の審査結果

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

全会一致
で可決

条例案の審査結果

〇放課後児童支援員の資格取得研修に指定都市の長が行う研修を追加

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書提出
陳情の審査結果

〇計画的な教職員定数の改善と義務教育費国庫負担割合を２分の１に復元することを求める
　陳情書を提出することを求める陳情 南部町税条例の一部改正

賛成多数で可決

〇鳥取県税条例の寄附金税額控除となる寄付先に一法人を追加

南部町印鑑条例の一部改正
〇マイナンバーカードに登録した旧姓での印鑑登録が可能に

令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算

全会一致
で可決

〇コンポスト化施設の休止により汚水処理場から発生する汚泥の処理
　を民間事業者に委託するための増額〔補正額　９４万１千円〕

令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算
〇コンポスト化施設の休止により汚水処理場から発生する汚泥の処理
　を民間事業者に委託するための増額及びコンポスト売上の減額
　〔補正額　３６０万８千円〕

令和元年度病院事業会計補正予算
〇医療機器の購入や温水ヒーター設備を更新するための増額
　〔資本的収入補正額(企業債)750万円、資本的支出補正額(建設改良費)785万３千円〕

○プレミアム商品券発行事業 ＋6,500万円
○複合施設整備事業 　　　　＋2,886万円
○起業促進奨励事業 　　　　　＋250万円
○がんばる農家プラン事業 　　△282万円
○6次産業化支援事業　　　  　＋284万円

○ため池整備事業 　　　　　　＋110万円
○山間地きのこ生産モデル事業 ＋398万円
○教育振興助成事業 　　　　　＋313万円
○その他災害復旧事業 　　　　＋420万円

〔補正額 １億１千983万４千円〕

2019年10月からの消費税10％中止を求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

×××××××

○

××
○賛否

発議名／議員名（議席番号順）

反対 この消費税引き上げであるが、引き上げ
と同時に軽減税率も導入される。社会保

障費が40兆円に迫ろうとする中、社会保障の充実、
将来負担の軽減、財政再建などを進めるため避けて通
れない。

賛成 軽減税率の運用もタクシーの例など順調
には進んでいない。また、軽減税率対応

レジの普及も進んでいない。社会保障費にしても消費
税が充てられる率が低いという問題もあり、結局は社
会保障費ではなく財政再建に使われる恐れが大きい。

発議案の審査結果
賛成少数で不採択

日韓関係の正常化を求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 この問題は、元徴用工問題で韓国最高裁
が日本企業に賠償命令を出したことで泥

仕合が始まった。しかし、日韓基本条約により日本が
韓国に経済協力金を支払うことで、韓国の日本に対す
る一切の請求権は放棄されている。キャッチボールの
ボールは現在韓国側にあると考える。

賛成 日韓関係の正常化のためには、日本が朝
鮮半島を侵略して直民地にしてきたとい

う歴史の事実はどうかということを見なければならな
い。徴用工問題は人権侵害であり、個人の請求権は
残っている。対話の中で解決していくべきであって、
話し合いに応じない、貿易問題で介入するというよう
なことはやめるべきだ。　

賛成少数で不採択

安倍政権下での改憲に反対し、社会保障の充実と景気回復を
求める意見書

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 憲法改正については国民の理解を得なが
ら進めるとなっており意見書のニュアン

スとは違う。次に、防衛費予算の戦闘機購入なども老
朽化した機体を更新するものであり日本の防衛のため
である。社会保障の充実や景気回復も重要だが憲法改
正の議論も進める必要がある。

賛成 憲法の一番の目的は権力者の権力の範囲
を縛るということ。党首である総理大臣

が、その権力を縛る憲法を改正すると言うこと自体が
憲法違反である。国民の半数以上が憲法改正を望んで
いない。軍備増強にお金を使うのではなく、被災地の
復興などにお金を使うべきである。

全会一致で可決し意見書を提出

賛成少数で不採択



なんぶ議会だより　第 61号７ なんぶ議会だより　第 61号 ６

一般質問 一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

町
民
の
大
き
な
声
と
期
待

は
、
法
勝
寺
高
校
跡
地
利
用

で
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
連
携
に
よ
る
、
多
世

代
住
民
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
と

の
、｢

ご
ち
ゃ
ま
ぜ｣

と
呼
ぶ
協
働
の

施
設
建
設
だ
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
連
携
事
業
と
温
泉
掘
削

の
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

本
年
７
月
に
温
泉
掘
削
は
完

了
し
、
約
30
度
の
温
泉
が
く

み
上
が
り
、
量
と
し
て
毎
分
56
リ
ッ

ト
ル
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、
専
門

業
者
に
く
み
上
が
っ
た
温
泉
の
成
分

分
析
を
依
頼
し
て
い
る
。
温
泉
利
用

の
可
能
性
は
高
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
事
業
主
体
と
し
て
拠

点
施
設
の
財
源
は
国
・
県
の
補
助
金

を
活
用
し
、
令
和
２
年
度
に
工
事
着

工
し
、
３
年
度
中
に
は
一
部
施
設
が

開
業
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
町
に
な
か
っ
た
温
泉
が

で
き
る
こ
と
で
、
町
の
魅
力
向
上
と

多
世
代
の
地
域
住
民
や
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
が
分
け
隔
て
な
く
活
躍
し

機
能
す
る
、｢

ご
ち
ゃ
ま
ぜ｣

の
場
が

で
き
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
も
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

温
泉
の
分
析
結
果

泉
　温
　
30･

１
℃

湧
出
量
　
毎
分
56
リ
ッ
ト
ル

泉
　質
　
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
水

　
　
　
　
硫
酸
塩
温
泉

　
　 

　
（
定
張
性･

中
性･

低
温
泉
）

泉
質
別
適
応
性
　

　
抹
消
循
環
障
害
、
皮
膚
乾
燥
症

　
き
り
き
ず
、
冷
え
性
、
う
つ
状
態

　 (

議
会
最
終
日
の
資
料
提
供
よ
り)

板
井

町
長 青

年
海
外
協
力
協
会(

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ)

連
携
事
業
板
井
　
隆 

議
員

Ｑ
温
泉
掘
削
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は

Ａ
温
泉
利
用
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
町
長

防災対策
新青年団の展望
JOCA連携事業(温泉発掘の現状と今後の計画)
ふれあいバス運行
下水道事業
公共施設や観光資源の管理
農業用ため池管理保全施行に伴う本町の対応
西伯病院の経営状況
農業用水路
保育所の来年度の募集
会見地区での期日前投票所の設置
運転免許証の返納
公共施設の整理
南部町総合計画
西伯病院の決算状況
町営住宅
住宅リフォーム助成制度の創設
水道使用料金を令和２年度以降も現料金表で
自衛隊募集の対応
最低賃金制
原発政策
任期最終年の町政
交通施策

質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

１
2
1
2
１
2
１
2
１
２
３
１
２
１
２
１
2
3
１
2
3
１
２

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

白川 立真

板井 　隆

荊尾 芳之

仲田 司朗

加藤 　学

三鴨 義文

景山 　浩

亀尾 共三

真壁 容子

細田 元教

新
青
年
団
の
展
望

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
勧
め
た
い

Ａ
こ
の
提
案
を
新
青
年
団
へ
伝
え
る

教
育
長

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
数
十
年
が
た

ち
混
沌
と
し
た
新
た
な
時
代
に

入
っ
た
今
、
新
青
年
団
は
ど
ん
な
背
景
で

生
ま
れ
た
の
か
問
う
。

　
ま
た
提
案
に
な
る
が
、
町
内
で
は
、
多

世
代
で
支
え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
帯

も
あ
る
が
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
も
あ

る
。
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
人

と
人
が
助
け
合
う
な
ど
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

わ
が
町
の
課
題
を
探
る
手
法
の
一
つ
と
し

て
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
勧
め
た

い
。

　
高
齢
者
の
方
々
と
語
り
合
い
、
生
活
の

様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
味

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で
、
ど
ん
な

こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
気
づ
く
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
時

代
に
な
っ
た
の
か
、
も
っ
と
大
き
な
課
題

に
気
づ
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
情

報
を
行
政
や
社
協
と
で
共
有
し
て
い
け
た

ら
と
思
う
が
ど
う
か
。

平
成
26
年
度
に
高
校
生
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
メ
ン

バ
ー
が
卒
業
後
も
地
域
と
の
関
わ
り
合
い

を
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

い
う
熱
意
が
強
く
あ
っ
た
。

　
彼
ら
を
中
心
に
新
青
年
団
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
育
委
員
会
と
し

て
、
彼
ら
が
自
立
し
た
主
体
的
な
活
動
が

展
開
で
き
る
よ
う
支
え
て
い
き
た
い
。

　
提
案
に
あ
っ
た
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
に
つ
い
て
、
新
青
年
団
は
様
々
な
活

動
の
中
で
、
自
分
た
ち
は
何
を
す
る
べ
き

か
模
索
し
て
い
る
時
期
に
あ
る
。
彼
ら
が

「
そ
こ
で
何
を
得
て
将
来
の
た
め
に
ど
う

あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
考
え
て

い
く
一
つ
の
機
会
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

提
案
を
新
青
年
団
に
伝
え
て
い
こ
う
と
思

う
。

白
川

教
育
長

6
月
議
会
で
コ
ン
ポ
ス
ト
施

設
の
運
営
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
っ
た
が
、
こ
の
運
営
は
、
日
吉

津
村
、
大
山
町
、
南
部
町
の
下
水
道

協
議
会
で
行
っ
て
い
る
。
8
月
の
協

議
会
の
総
会
で
結
論
を
出
す
と
の
回

答
だ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
の
か
問
う
。

　
ま
た
、
汚
泥
処
理
方
法
を
移
動
脱

水
車
に
よ
る
方
法
に
旧
会
見
・
旧
西

伯
を
統
一
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。
町

長
の
考
え
を
問
う
。

8
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
１

村
２
町
の
下
水
道
協
議
会
総

会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
コ
ン
ポ
ス

ト
の
施
設
を
運
営
す
る
た
め
の
、
臭

気
対
策
等
の
維
持
経
費
を
試
算
し
た

場
合
、
民
間
事
業
所
で
汚
泥
を
処
理

し
た
方
が
経
費
は
抑
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
年
内
を
も
っ
て
休
止
す
る
方

針
決
定
を
行
っ
た
。
国
庫
補
助
金
を

活
用
し
て
整
備
し
た
施
設
で
あ
る
た

め
、
財
産
処
分
の
こ
と
も
あ
り
、
今

下
水
道
事
業

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
コ
ン
ポ
ス
ト
の
施
設
は

Ａ
年
内
で
休
止
を
決
定

町
長

荊
尾

町
長

後
の
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
で
検
討
を
行
う
。

　
今
後
の
汚
泥
処
理
方
法
は
、
西
伯

の
処
理
場
で
実
施
し
て
い
る
移
動
脱

水
車
に
よ
る
方
法
を
、
会
見
の
処
理

場
で
も
同
様
の
方
法
が
取
れ
る
の
か
、

移
動
脱
水
車
が
処
理
場
に
進
入
で
き

る
の
か
検
討
す
る
。

　
ま
た
汚
泥
脱
水
を
行
う
た
め
の
処

理
場
の
改
修
費
を
算
出
し
、
コ
ス
ト

比
較
を
行
い
検
討
す
る
。

会見地区浄化センター会見地区浄化センター
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一般質問 一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

町
民
の
大
き
な
声
と
期
待

は
、
法
勝
寺
高
校
跡
地
利
用

で
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
連
携
に
よ
る
、
多
世

代
住
民
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
と

の
、｢

ご
ち
ゃ
ま
ぜ｣

と
呼
ぶ
協
働
の

施
設
建
設
だ
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
連
携
事
業
と
温
泉
掘
削

の
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

本
年
７
月
に
温
泉
掘
削
は
完

了
し
、
約
30
度
の
温
泉
が
く

み
上
が
り
、
量
と
し
て
毎
分
56
リ
ッ

ト
ル
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、
専
門

業
者
に
く
み
上
が
っ
た
温
泉
の
成
分

分
析
を
依
頼
し
て
い
る
。
温
泉
利
用

の
可
能
性
は
高
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
事
業
主
体
と
し
て
拠

点
施
設
の
財
源
は
国
・
県
の
補
助
金

を
活
用
し
、
令
和
２
年
度
に
工
事
着

工
し
、
３
年
度
中
に
は
一
部
施
設
が

開
業
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
町
に
な
か
っ
た
温
泉
が

で
き
る
こ
と
で
、
町
の
魅
力
向
上
と

多
世
代
の
地
域
住
民
や
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
が
分
け
隔
て
な
く
活
躍
し

機
能
す
る
、｢

ご
ち
ゃ
ま
ぜ｣

の
場
が

で
き
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
も
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

温
泉
の
分
析
結
果

泉
　温
　
30･
１
℃

湧
出
量
　
毎
分
56
リ
ッ
ト
ル

泉
　質
　
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
水

　
　
　
　
硫
酸
塩
温
泉

　
　 

　
（
定
張
性･

中
性･
低
温
泉
）

泉
質
別
適
応
性
　

　
抹
消
循
環
障
害
、
皮
膚
乾
燥
症

　
き
り
き
ず
、
冷
え
性
、
う
つ
状
態

　 (

議
会
最
終
日
の
資
料
提
供
よ
り)

板
井

町
長 青

年
海
外
協
力
協
会(

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ)

連
携
事
業
板
井
　
隆 

議
員

Ｑ
温
泉
掘
削
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は

Ａ
温
泉
利
用
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
町
長

防災対策
新青年団の展望
JOCA連携事業(温泉発掘の現状と今後の計画)
ふれあいバス運行
下水道事業
公共施設や観光資源の管理
農業用ため池管理保全施行に伴う本町の対応
西伯病院の経営状況
農業用水路
保育所の来年度の募集
会見地区での期日前投票所の設置
運転免許証の返納
公共施設の整理
南部町総合計画
西伯病院の決算状況
町営住宅
住宅リフォーム助成制度の創設
水道使用料金を令和２年度以降も現料金表で
自衛隊募集の対応
最低賃金制
原発政策
任期最終年の町政
交通施策

質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

１
2
1
2
１
2
１
2
１
２
３
１
２
１
２
１
2
3
１
2
3
１
２

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

白川 立真

板井 　隆

荊尾 芳之

仲田 司朗

加藤 　学

三鴨 義文

景山 　浩

亀尾 共三

真壁 容子

細田 元教

新
青
年
団
の
展
望

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
勧
め
た
い

Ａ
こ
の
提
案
を
新
青
年
団
へ
伝
え
る

教
育
長

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
数
十
年
が
た

ち
混
沌
と
し
た
新
た
な
時
代
に

入
っ
た
今
、
新
青
年
団
は
ど
ん
な
背
景
で

生
ま
れ
た
の
か
問
う
。

　
ま
た
提
案
に
な
る
が
、
町
内
で
は
、
多

世
代
で
支
え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
帯

も
あ
る
が
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
も
あ

る
。
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
人

と
人
が
助
け
合
う
な
ど
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

わ
が
町
の
課
題
を
探
る
手
法
の
一
つ
と
し

て
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
勧
め
た

い
。

　
高
齢
者
の
方
々
と
語
り
合
い
、
生
活
の

様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
味

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で
、
ど
ん
な

こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
気
づ
く
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
時

代
に
な
っ
た
の
か
、
も
っ
と
大
き
な
課
題

に
気
づ
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
情

報
を
行
政
や
社
協
と
で
共
有
し
て
い
け
た

ら
と
思
う
が
ど
う
か
。

平
成
26
年
度
に
高
校
生
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
メ
ン

バ
ー
が
卒
業
後
も
地
域
と
の
関
わ
り
合
い

を
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

い
う
熱
意
が
強
く
あ
っ
た
。

　
彼
ら
を
中
心
に
新
青
年
団
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
育
委
員
会
と
し

て
、
彼
ら
が
自
立
し
た
主
体
的
な
活
動
が

展
開
で
き
る
よ
う
支
え
て
い
き
た
い
。

　
提
案
に
あ
っ
た
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
に
つ
い
て
、
新
青
年
団
は
様
々
な
活

動
の
中
で
、
自
分
た
ち
は
何
を
す
る
べ
き

か
模
索
し
て
い
る
時
期
に
あ
る
。
彼
ら
が

「
そ
こ
で
何
を
得
て
将
来
の
た
め
に
ど
う

あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
考
え
て

い
く
一
つ
の
機
会
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

提
案
を
新
青
年
団
に
伝
え
て
い
こ
う
と
思

う
。

白
川

教
育
長

6
月
議
会
で
コ
ン
ポ
ス
ト
施

設
の
運
営
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
っ
た
が
、
こ
の
運
営
は
、
日
吉

津
村
、
大
山
町
、
南
部
町
の
下
水
道

協
議
会
で
行
っ
て
い
る
。
8
月
の
協

議
会
の
総
会
で
結
論
を
出
す
と
の
回

答
だ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
の
か
問
う
。

　
ま
た
、
汚
泥
処
理
方
法
を
移
動
脱

水
車
に
よ
る
方
法
に
旧
会
見
・
旧
西

伯
を
統
一
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。
町

長
の
考
え
を
問
う
。

8
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
１

村
２
町
の
下
水
道
協
議
会
総

会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
コ
ン
ポ
ス

ト
の
施
設
を
運
営
す
る
た
め
の
、
臭

気
対
策
等
の
維
持
経
費
を
試
算
し
た

場
合
、
民
間
事
業
所
で
汚
泥
を
処
理

し
た
方
が
経
費
は
抑
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
年
内
を
も
っ
て
休
止
す
る
方

針
決
定
を
行
っ
た
。
国
庫
補
助
金
を

活
用
し
て
整
備
し
た
施
設
で
あ
る
た

め
、
財
産
処
分
の
こ
と
も
あ
り
、
今

下
水
道
事
業

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
コ
ン
ポ
ス
ト
の
施
設
は

Ａ
年
内
で
休
止
を
決
定

町
長

荊
尾

町
長

後
の
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
で
検
討
を
行
う
。

　
今
後
の
汚
泥
処
理
方
法
は
、
西
伯

の
処
理
場
で
実
施
し
て
い
る
移
動
脱

水
車
に
よ
る
方
法
を
、
会
見
の
処
理

場
で
も
同
様
の
方
法
が
取
れ
る
の
か
、

移
動
脱
水
車
が
処
理
場
に
進
入
で
き

る
の
か
検
討
す
る
。

　
ま
た
汚
泥
脱
水
を
行
う
た
め
の
処

理
場
の
改
修
費
を
算
出
し
、
コ
ス
ト

比
較
を
行
い
検
討
す
る
。

会見地区浄化センター会見地区浄化センター
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一般質問

運
転
免
許
証
の
返
納

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
返
納
後
の
移
動
手
段
の
確
保
は

Ａ
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
無
料
化
と
再
編
を
検
討

町
長

近
年
、
高
齢
運
転
者
に
関
わ

る
誤
発
進
に
よ
る
暴
走
や
高

速
道
路
の
逆
走
な
ど
、
高
齢
に
よ
る

身
体
、
運
動
能
力
の
低
下
が
原
因
と

い
っ
た
過
失
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。

　
運
転
者
で
あ
る
以
上
、
自
ら
が
事

故
を
起
こ
さ
な
い
。
ま
た
、
加
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
免
許
証
の

返
納
は
一
定
の
時
期
に
は
決
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
だ
と
思
う
。
本

町
の
免
許
証
返
納
の
現
状
と
返
納
後

の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
問
う
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
小
型
化
や
南
さ
い
は
く
で
実
施

さ
れ
て
い
る
デ
マ
ン
ド
方
式
の
バ
ス

を
町
内
全
域
に
広
げ
る
考
え
は
な
い

か
問
う
。本

町
の
免
許
返
納
者
の
現
状

は
、
平
成
26
年
度
21
人
、
平

成
27
年
度
24
人
、
平
成
28
年
度
28

人
、
平
成
29
年
度
36
人
、
平
成
30
年

度
31
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

高
齢
者
の
方
の
自
主
返
納
は
必
要
と

考
え
て
お
り
、
運
転
免
許
証
を
返
納

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
無

料
化
、
運
行
再
編
を
検
討
し
て
い

る
。

　
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

黄
色
い
バ
ス
を
ど
う
す
る
の
か
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
が
本
当
に
い
い
の
か
多

方
面
で
検
討
し
て
い
る
最
中
で
あ

り
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
買
い
物
難
民
や

医
療
機
関
へ
の
交
通
手
段
を
確
保
で

き
る
よ
う
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
出
来
る
だ
け
お
互
い
に
支
え

合
う
よ
う
な
、
交
通
形
態
を
考
え
て

い
き
た
い
。

三
鴨

町
長 農

業
用
た
め
池

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
た
め
池
工
事
の
受
益
者
負
担
率
の
軽
減
を

Ａ
町
村
会
や
土
地
改
良
団
体
連
合
会
に
要
望
し
て
い
る

町
長

昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で

は
多
く
の
農
業
用
た
め
池
が

決
壊
し
、
被
害
が
発
生
し
た
の
を
受

け
、
た
め
池
の
管
理
対
策
を
強
化
す

る
た
め
、
農
業
用
た
め
池
管
理
保
全

法
（
通
称
た
め
池
新
法
）
が
本
年
７

月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
は
、

市
町
村
は
た
め
池
の
管
理
状
況
の
把

握
や
管
理
者
へ
の
指
導
、
所
有
者
・

管
理
者
が
不
明
な
管
理
等
に
も
当
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
農
業
用
た
め
池
工
事

を
す
る
に
は
、
受
益
者
負
担
制
度
が

あ
り
国
の
補
助
等
を
利
用
し
て
も
、

工
事
費
が
高
額
な
た
め
受
益
者
負
担

金
も
高
額
と
な
り
、
工
事
を
あ
き
ら

め
た
り
や
め
た
り
す
る
受
益
者
が
予

想
さ
れ
る
。
受
益
者
負
担
の
軽
減
策

は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
他
町
村
と
連
携
し
て
た
め

池
工
事
の
受
益
者
負
担
金
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
に
国
や
県
に
補
助

率
の
増
額
を
今
以
上
に
要
求
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

た
め
池
工
事
の
補
助
事
業

は
、
耐
震
対
策
、
豪
雨
対
策
、

老
朽
化
対
策
、
廃
止
な
ど
の
対
策
別
、

あ
る
い
は
受
益
面
積
別
な
ど
、
実
施

で
き
る
事
業
内
容
に
よ
っ
て
補
助
率

が
違
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
農
林
関

係
の
事
業
は
特
定
の
受
益
者
が
発
生

す
る
考
え
か
ら
、
受
益
者
に
工
事
費

の
原
則
２
割
の
負
担
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
た
め
池
に
つ
い

て
は
近
年
豪
雨
被
害
発
生
状
況
を
考

え
、
国
の
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
防
災

の
意
味
合
い
を
考
慮
し
、
地
元
負
担

が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
要
件
に
よ
っ

て
は
、
受
益
者
負
担
に
違
い
が
あ
る

た
め
個
別
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
と
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
た
め
池
に
限
ら
ず
、
水
田
、

水
路
等
の
農
業
施
設
の
改
修
に
は
国

や
県
の
補
助
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
町
の
負
担
も
含
め
地
元
負
担
が

よ
り
少
な
い
事
業
を
行
う
た
め
、
町

村
会
要
望
や
土
地
改
良
団
体
連
合
会

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

仲
田

町
長

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
投
票

率
が
下
が
っ
た
。
来
年
、
南

部
町
で
は
町
長
選
挙
、
町
議
会
選
挙

が
あ
る
。
衆
議
院
議
員
選
挙
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
投
票
率
を
上
げ
る

た
め
に
も
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

求
め
る
。

①
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
が
下
が
っ

た
理
由
。

②
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
新
た
な

試
み
は
あ
る
か
。

③
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
所
に
変
更
は
な

い
か
。

④
期
日
前
投
票
所
の
利
便
性
に
つ
い

て
不
備
を
聞
い
て
い
な
い
か
。

⑤
会
見
地
区
に
期
日
前
投
票
所
の
設

置
を
求
め
る
。

①
投
票

率
は
天

候
、
候
補
者
の
顔
ぶ
れ
、
選
挙
の
争

点
な
ど
色
々
な
要
因
が
影
響
す
る
。

要
因
を
一
概
に
言
え
な
い
が
、
前
回

選
挙
か
ら
導
入
さ
れ
た
鳥
取
県
及
び

島
根
県
合
区
選
挙
制
度
の
影
響
が
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

②
投
票
参
加
は
民
主
主
義
の
健
全
な

発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
周
知
、
啓
発
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
臨
時
バ

ス
の
運
行
に
よ
る
投
票
所
ま
で
の
移

動
の
支
援
な
ど
投
票
し
や
す
い
環
境

の
整
備
を
継
続
す
る
。

③
平
成
21
年
ま
で
投
票
区
が
10
投
票

区
あ
り
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
80
カ
所

だ
っ
た
。
現
在
は
９
投
票
区
と
な
り

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
73
カ
所
と
な
っ

て
い
る
。

④
土
足
の
ま
ま
入
場
が
可
能
な
投
票

所
が
あ
る
の
に
対
し
期
日
前
投
票
所

で
は
下
足
場
で
履
き
替
え
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
不
便
を
か
け
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

⑤
公
職
選
挙
法
に
お
い
て
選
挙
人
は

選
挙
の
当
日
み
ず
か
ら
投
票
所
へ
行

き
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
当
日
投
票
主
義
が

原
則
。
期
日
前
投
票
所
は
例
外
と
し

て
、
当
日
都
合
の
悪
い
方
の
投
票
機

会
を
確
保
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

期
日
前
投
票
所
の
設
置

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
の
下
が
っ
た
理
由

Ａ
合
区
の
影
響
が
あ
っ
た

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

加
藤

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

本
年
、
令
和
元
年
度
か
ら
10
年

間
の
南
部
町
行
政
の
羅
針
盤
と

も
言
え
る
南
部
町
第
２
次
総
合
計
画
が

発
表
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で
私
た
ち
南
部

町
を
取
り
巻
く
環
境
、
町
行
政
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
と
り
わ
け
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
展
な
ど
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
力
の
衰
退

が
想
定
以
上
に
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
当
面
の
大
き
な
壁
と
言
わ
れ

る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
超
え
る
２
０

２
５
年
問
題
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
本

計
画
は
こ
の
よ
う
な
変
化
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
か
問

う
。

推
計
に
よ
る
と
、
10
年
後
の
南

部
町
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
は
よ
り
加
速
し
、
総
人
口
は
１
万
人

を
下
回
り
、
生
産
年
齢
人
口
や
年
少
人

口
の
減
少
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ

て
町
の
姿
に
影
響
を
も
た
ら
す
と
予
測

し
て
い
る
。
高
齢
世
帯
や
独
居
世
帯
が

増
え
る
こ
と
で
、
農
林
業
の
維
持
を
は

じ
め
、
空
き
家
対
策
や
買
い
物
対
策
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
維
持
と

集
落
機
能
の
維
持
に
直
面
し
て
く
る
。

一
方
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

暮
ら
し
方
や
生
き
方
に
対
す
る
価
値
観

は
多
様
化
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
町

民
ニ
ー
ズ
に
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
は

困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
人
口
増
加
時
代
に
整
備
し
て

き
た
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、
道
路
や

下
水
道
、
公
共
施
設
な
ど
に
係
る
維
持

管
理
や
更
新
費
用
は
確
実
に
増
え
て
く

る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ま
ず
は
福
祉

と
災
害
へ
の
備
え
を
優
先
し
て
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
福
祉
分
野
で

は
目
指
す
姿
を｢

と
も
に
支
え
合
う
地

域
づ
く
り｣

と
し
、
地
域
全
体
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し

て
い
く
。
こ
の
実
現
が
災
害
の
備
え
に

も
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
る
。
歳
入
減

少
や
職
員
の
減
少
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

中
、
優
先
順
位
を
考
え
て
計
画
を
遂
行

し
て
い
き
た
い
。

南
部
町
総
合
計
画

景
山
　浩 

議
員

Ｑ
10
年
後
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

Ａ
優
先
順
位
を
明
確
に
し
て
難
局
に
対
応
し
た
い

町
長

景
山

町
長
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一般質問

運
転
免
許
証
の
返
納

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
返
納
後
の
移
動
手
段
の
確
保
は

Ａ
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
無
料
化
と
再
編
を
検
討

町
長

近
年
、
高
齢
運
転
者
に
関
わ

る
誤
発
進
に
よ
る
暴
走
や
高

速
道
路
の
逆
走
な
ど
、
高
齢
に
よ
る

身
体
、
運
動
能
力
の
低
下
が
原
因
と

い
っ
た
過
失
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。

　
運
転
者
で
あ
る
以
上
、
自
ら
が
事

故
を
起
こ
さ
な
い
。
ま
た
、
加
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
免
許
証
の

返
納
は
一
定
の
時
期
に
は
決
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
だ
と
思
う
。
本

町
の
免
許
証
返
納
の
現
状
と
返
納
後

の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
問
う
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
小
型
化
や
南
さ
い
は
く
で
実
施

さ
れ
て
い
る
デ
マ
ン
ド
方
式
の
バ
ス

を
町
内
全
域
に
広
げ
る
考
え
は
な
い

か
問
う
。本

町
の
免
許
返
納
者
の
現
状

は
、
平
成
26
年
度
21
人
、
平

成
27
年
度
24
人
、
平
成
28
年
度
28

人
、
平
成
29
年
度
36
人
、
平
成
30
年

度
31
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

高
齢
者
の
方
の
自
主
返
納
は
必
要
と

考
え
て
お
り
、
運
転
免
許
証
を
返
納

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
無

料
化
、
運
行
再
編
を
検
討
し
て
い

る
。

　
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

黄
色
い
バ
ス
を
ど
う
す
る
の
か
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
が
本
当
に
い
い
の
か
多

方
面
で
検
討
し
て
い
る
最
中
で
あ

り
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
買
い
物
難
民
や

医
療
機
関
へ
の
交
通
手
段
を
確
保
で

き
る
よ
う
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
出
来
る
だ
け
お
互
い
に
支
え

合
う
よ
う
な
、
交
通
形
態
を
考
え
て

い
き
た
い
。

三
鴨

町
長 農

業
用
た
め
池

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
た
め
池
工
事
の
受
益
者
負
担
率
の
軽
減
を

Ａ
町
村
会
や
土
地
改
良
団
体
連
合
会
に
要
望
し
て
い
る

町
長

昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で

は
多
く
の
農
業
用
た
め
池
が

決
壊
し
、
被
害
が
発
生
し
た
の
を
受

け
、
た
め
池
の
管
理
対
策
を
強
化
す

る
た
め
、
農
業
用
た
め
池
管
理
保
全

法
（
通
称
た
め
池
新
法
）
が
本
年
７

月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
は
、

市
町
村
は
た
め
池
の
管
理
状
況
の
把

握
や
管
理
者
へ
の
指
導
、
所
有
者
・

管
理
者
が
不
明
な
管
理
等
に
も
当
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
農
業
用
た
め
池
工
事

を
す
る
に
は
、
受
益
者
負
担
制
度
が

あ
り
国
の
補
助
等
を
利
用
し
て
も
、

工
事
費
が
高
額
な
た
め
受
益
者
負
担

金
も
高
額
と
な
り
、
工
事
を
あ
き
ら

め
た
り
や
め
た
り
す
る
受
益
者
が
予

想
さ
れ
る
。
受
益
者
負
担
の
軽
減
策

は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
他
町
村
と
連
携
し
て
た
め

池
工
事
の
受
益
者
負
担
金
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
に
国
や
県
に
補
助

率
の
増
額
を
今
以
上
に
要
求
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

た
め
池
工
事
の
補
助
事
業

は
、
耐
震
対
策
、
豪
雨
対
策
、

老
朽
化
対
策
、
廃
止
な
ど
の
対
策
別
、

あ
る
い
は
受
益
面
積
別
な
ど
、
実
施

で
き
る
事
業
内
容
に
よ
っ
て
補
助
率

が
違
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
農
林
関

係
の
事
業
は
特
定
の
受
益
者
が
発
生

す
る
考
え
か
ら
、
受
益
者
に
工
事
費

の
原
則
２
割
の
負
担
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
た
め
池
に
つ
い

て
は
近
年
豪
雨
被
害
発
生
状
況
を
考

え
、
国
の
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
防
災

の
意
味
合
い
を
考
慮
し
、
地
元
負
担

が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
要
件
に
よ
っ

て
は
、
受
益
者
負
担
に
違
い
が
あ
る

た
め
個
別
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
と
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
た
め
池
に
限
ら
ず
、
水
田
、

水
路
等
の
農
業
施
設
の
改
修
に
は
国

や
県
の
補
助
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
町
の
負
担
も
含
め
地
元
負
担
が

よ
り
少
な
い
事
業
を
行
う
た
め
、
町

村
会
要
望
や
土
地
改
良
団
体
連
合
会

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

仲
田

町
長

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
投
票

率
が
下
が
っ
た
。
来
年
、
南

部
町
で
は
町
長
選
挙
、
町
議
会
選
挙

が
あ
る
。
衆
議
院
議
員
選
挙
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
投
票
率
を
上
げ
る

た
め
に
も
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

求
め
る
。

①
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
が
下
が
っ

た
理
由
。

②
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
新
た
な

試
み
は
あ
る
か
。

③
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
所
に
変
更
は
な

い
か
。

④
期
日
前
投
票
所
の
利
便
性
に
つ
い

て
不
備
を
聞
い
て
い
な
い
か
。

⑤
会
見
地
区
に
期
日
前
投
票
所
の
設

置
を
求
め
る
。

①
投
票

率
は
天

候
、
候
補
者
の
顔
ぶ
れ
、
選
挙
の
争

点
な
ど
色
々
な
要
因
が
影
響
す
る
。

要
因
を
一
概
に
言
え
な
い
が
、
前
回

選
挙
か
ら
導
入
さ
れ
た
鳥
取
県
及
び

島
根
県
合
区
選
挙
制
度
の
影
響
が
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

②
投
票
参
加
は
民
主
主
義
の
健
全
な

発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
周
知
、
啓
発
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
臨
時
バ

ス
の
運
行
に
よ
る
投
票
所
ま
で
の
移

動
の
支
援
な
ど
投
票
し
や
す
い
環
境

の
整
備
を
継
続
す
る
。

③
平
成
21
年
ま
で
投
票
区
が
10
投
票

区
あ
り
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
80
カ
所

だ
っ
た
。
現
在
は
９
投
票
区
と
な
り

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
73
カ
所
と
な
っ

て
い
る
。

④
土
足
の
ま
ま
入
場
が
可
能
な
投
票

所
が
あ
る
の
に
対
し
期
日
前
投
票
所

で
は
下
足
場
で
履
き
替
え
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
不
便
を
か
け
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

⑤
公
職
選
挙
法
に
お
い
て
選
挙
人
は

選
挙
の
当
日
み
ず
か
ら
投
票
所
へ
行

き
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
当
日
投
票
主
義
が

原
則
。
期
日
前
投
票
所
は
例
外
と
し

て
、
当
日
都
合
の
悪
い
方
の
投
票
機

会
を
確
保
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

期
日
前
投
票
所
の
設
置

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
の
下
が
っ
た
理
由

Ａ
合
区
の
影
響
が
あ
っ
た

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

加
藤

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

本
年
、
令
和
元
年
度
か
ら
10
年

間
の
南
部
町
行
政
の
羅
針
盤
と

も
言
え
る
南
部
町
第
２
次
総
合
計
画
が

発
表
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で
私
た
ち
南
部

町
を
取
り
巻
く
環
境
、
町
行
政
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
と
り
わ
け
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
展
な
ど
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
力
の
衰
退

が
想
定
以
上
に
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
当
面
の
大
き
な
壁
と
言
わ
れ

る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
超
え
る
２
０

２
５
年
問
題
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
本

計
画
は
こ
の
よ
う
な
変
化
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
か
問

う
。

推
計
に
よ
る
と
、
10
年
後
の
南

部
町
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
は
よ
り
加
速
し
、
総
人
口
は
１
万
人

を
下
回
り
、
生
産
年
齢
人
口
や
年
少
人

口
の
減
少
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ

て
町
の
姿
に
影
響
を
も
た
ら
す
と
予
測

し
て
い
る
。
高
齢
世
帯
や
独
居
世
帯
が

増
え
る
こ
と
で
、
農
林
業
の
維
持
を
は

じ
め
、
空
き
家
対
策
や
買
い
物
対
策
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
維
持
と

集
落
機
能
の
維
持
に
直
面
し
て
く
る
。

一
方
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

暮
ら
し
方
や
生
き
方
に
対
す
る
価
値
観

は
多
様
化
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
町

民
ニ
ー
ズ
に
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
は

困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
人
口
増
加
時
代
に
整
備
し
て

き
た
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、
道
路
や

下
水
道
、
公
共
施
設
な
ど
に
係
る
維
持

管
理
や
更
新
費
用
は
確
実
に
増
え
て
く

る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ま
ず
は
福
祉

と
災
害
へ
の
備
え
を
優
先
し
て
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
福
祉
分
野
で

は
目
指
す
姿
を｢

と
も
に
支
え
合
う
地

域
づ
く
り｣

と
し
、
地
域
全
体
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し

て
い
く
。
こ
の
実
現
が
災
害
の
備
え
に

も
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
る
。
歳
入
減

少
や
職
員
の
減
少
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

中
、
優
先
順
位
を
考
え
て
計
画
を
遂
行

し
て
い
き
た
い
。

南
部
町
総
合
計
画

景
山
　浩 

議
員

Ｑ
10
年
後
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

Ａ
優
先
順
位
を
明
確
に
し
て
難
局
に
対
応
し
た
い

町
長

景
山

町
長
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一般質問

町
長
に
就
任
後
、
１
期
４
年

が
来
月
か
ら
最
終
年
に
入

る
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
む
か
え

る
２
０
２
５
年
問
題
、
第
２
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
高
齢
化
と
な
る

２
０
４
０
年
問
題
を
念
頭
に
置
い
た

施
策
、
政
策
を
来
月
か
ら
１
年
か
け

て
何
を
さ
れ
る
の
か
問
う
。

私
の
政
策
理
念
と
し
て｢

つ

な
ぐ
・
変
え
る
・
挑
戦｣

３

つ
の
Ｃ
と
、
町
民
と
約
束
し
た
５
つ

の
政
策
に
の
っ
と
っ
て
、
日
本
の
社

お
詫
び
と
訂
正

前
号
な
ん
ぶ
議
会
だ
よ
り
60
号
の
真
壁
容
子
議
員
の
一
般
質
問
で

（
誤
）

　正
規
職
員
化
で
雇
用
が
安
定

　は

（
正
）

　保
育
士
の
待
遇
改
善
・
民
営
化
の
見
直
し
を

　で
し
た
。

ま
た
、
編
集
の
段
階
で
町
長
答
弁
『
町
立
保
育
園
で
は
近
年
や
め
た
い
と
い
う
職
員

も
か
な
り
出
て
き
た
。
労
働
条
件
の
過
酷
さ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ

な
条
件
で
民
間
園
の
方
が
合
う
と
か
あ
る
と
思
う
。
も
う
少
し
長
期
的
に
考
え
れ

ば
、
多
様
な
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
た
保
育
に
よ
っ
て
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
あ
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
』
の
部
分
を
掲
載
し
て
い
な
く
、
全
文
が
不

明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。
お
詫
び
と
訂
正
い
た
し
ま
す
。
（
広
報
常
任
委
員
会
）

会
保
障
が
一
番
厳
し
く
な
る
と
い
わ

れ
る
２
０
４
０
年
、
１
・
５
人
の
現

役
が
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
時
代

が
25
年
後
に
迫
っ
て
い
る
。
厳
し
い

課
題
だ
が
、
そ
の
時
の
南
部
町
を
想

定
し
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で

行
政
の
課
題
を
整
理
し
、
公
・
共
、

私
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
や
地
方
行
政

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。
政
治
は
常
に
、
負
担
と
給

付
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
く
仕
事

で
あ
り
、｢

政
治
は
可
能
性
の
技
術｣

で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
き
が

い
や
喜
び
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

に
、
残
さ
れ
た
１
年
間
、
政
治
の
可

能
性
に
全
力
で
挑
ん
で
い
く
。

任
期
最
終
年
の
町
政

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
最
終
年
の
施
策
は

Ａ
政
治
の
可
能
性
に
全
力
で
挑
む

町
長

細
田

町
長

７
月
に
震
災
後
８
年
経
つ
東

日
本
大
震
災
の
被
災
自
治
体

の
調
査
に
出
向
い
た
。
地
震
、
津
波
、

原
発
事
故
に
遭
遇
し
た
福
島
県
浪
江

町
の
現
状
は
地
方
自
治
体
の
根
底
を

揺
る
が
す
も
の
と
感
じ
た
。
８
年
を

経
て
も
続
い
て
い
る
放
射
能
汚
染

は
、
他
と
異
質
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
と
痛
感
し
た
。

　
島
根
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
に
隣
接

す
る
本
町
で
も
決
し
て
他
人
ご
と
で

は
な
い
。
少
な
く
と
も
放
射
能
汚
染

被
害
自
治
体
で
の
諸
問
題
が
解
決
す

る
ま
で
は
原
発
再
稼
働
は
や
め
る
べ

き
だ
。
こ
の
認
識
を
町
長
も
含
め
共

有
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
原
発
事
故
被
災
自
治
体
に
つ
い

て
、
８
年
を
経
た
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
島
根
原
発
事
故
時
の
本
町
へ
の
影

響
と
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
問

う
。

浪
江
町
は
、
事
故
発
生
の
直

後
は
、
国
や
東
京
電
力
か
ら

十
分
な
情
報
が
な
い
な
か
、
町
長
は

自
ら
の
判
断
で
避
難
を
指
示
さ
れ

た
。
当
時
２
万
１
５
０
０
人
い
た
町

民
は
現
在
１
１
０
０
人
の
住
民
が
戻

ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
原
子
力
は

国
の
政
策
だ
が
、
安
全
が
第
一
義
で

あ
り
、
国
・
県
・
事
業
者
に
対
し
安

全
を
強
く
求
め
た
い
。
最
も
大
切
な

こ
と
は
町
民
が
安
全
安
心
で
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
本
町
は
島
根
原
発
か
ら
約
40
㌔
離

れ
た
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
だ
が
、
万
一
の
事

故
を
想
定
し
た
場
合
、
気
象
状
況
に

よ
り
放
射
性
物
質
の
拡
散
方
向
な

ど
、
決
し
て
油
断
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
同
様
に
、
屋
内
避

難
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
県

が
行
う
原
子
力
防
災
訓
練
や
、
放
射

能
の
研
修
会
に
職
員
を
参
加
さ
せ
、

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
原
子
力
発
電
に
未
来
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
方
の
国
民

の
共
通
認
識
だ
と
思
っ
て
い
る
。

真
壁

町
長

原
発
政
策

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ

｢

原
発
再
稼
働
は
や
め
る
べ
き｣

の
認
識
を
共
有
で
き
な
い
か

Ａ
原
子
力
発
電
に
未
来
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

町
長

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
を
求
め
る

Ａ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の
利
用
を
頂
け
れ
ば
と
思
う

町
長

高
齢
者
白
書
に
よ
る
と
、
現

在
の
住
宅
で
困
っ
て
い
る
こ

と
の
理
由
は
古
く
て
傷
ん
で
い
る
、

構
造
が
高
齢
者
に
は
使
い
に
く
い
、

台
所･

ト
イ
レ･

風
呂
場
な
ど
の
作
り

が
使
い
に
く
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

全
国
で
５
３
３
自
治
体
が
創
設
し
実

施
し
て
、
利
用
者
と
事
業
者
の
双
方

に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
町
内
の
家
庭
の
多
く
は
収
入
の
減

少
で
、
住
ま
い
の
修
理
や
改
修
が
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
、
ま
し
て
や
年

金
が
唯
一
の
収
入
の
高
齢
者
世
帯
に

は
簡
単
に
は
出
来
ず
、
自
治
体
の
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。

　
住
宅
改
修
は
、
地
元
の
業
者
の
方

に
も
仕
事
が
増
え
て
地
域
内
の
経
済

に
与
え
る
効
果
が
良
く
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
創
設
を
求
め
る
。

市
町
村
が
行
っ
て
い
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
政
策
目

的
は
、
地
元
中
小
企
業
の
支
援
と
経
済

の
活
性
化
及
び
個
人
の
消
費
拡
大
だ
。

個
人
の
財
産
形
成
に
つ
な
が
る
事
へ
の

税
金
投
入
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
定
の

政
策
目
的
に
か
な
う
も
の
を
対
象
条
件

と
し
て
い
る
。
定
住
促
進
と
し
て
、
若

者
、
多
世
代
同
居
、
子
育
て
な
ど
の
世

帯
が
要
件
と
な
っ
た
も
の
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
機
器
の
導
入
、
中
小
企
業
へ

の
発
注
が
要
件
な
る
も
の
等
で
あ
る
。

　
本
町
は
、
新
築
の
場
合
固
定
資
産
税

相
当
を
交
付
し
、
改
修
は
３
世
代
同
居

等
の
支
援
事
業
の
活
用
を
す
れ
ば
町
内

業
者
に
発
注
す
れ
ば
80
万
円
、
町
外
業

者
で
60
万
円
の
補
助
の
利
用
が
出
来
き

る
。

　
本
町
で
は
10
月
か
ら
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
発
行
事
業
で
子
育
て
世
代

と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
購

入
限
度
は
あ
る
が
、
20
％
プ
レ
ミ
ア
ム

が
付
く
の
で
、
改
修
へ
の
利
用
が
可
能

と
な
る
。
消
費
税
増
税
な
ど
家
計
の
マ

イ
ナ
ス
要
因
の
中
、
本
町
の
制
度
の
ご

利
用
の
検
討
を
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

う
。

亀
尾

町
長

７月

水
木
金
月
火
木
金
月
火
金

３
４
５
８
16
18
19
22
23
26

日 曜日 会議･行事
議会地方行政調査
議会地方行政調査
議会地方行政調査
鳥取県町村議会議長会定期総会、広報委員会①
広報委員会②
全国森林環境税創設促進議員連盟第26回定期総会
全国森林環境税創設促進議員連盟第26回定期総会
西部議長会正副議長局長研修会
広報委員会③
鳥取県町村議長会役員会、民生常任委員会

９月

5
6
9
10
11
12
13
17
18

19

20
24
25

木
金
月
火
水
木
金
火
水

木

金
火
水

日 曜日 会議･行事
定例議会　議会運営委員会・全員協議会・本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会、民生教育常任委員会、
複合施設建設調査特別委員会
常任委員会
定例議会　議会運営委員会・全員協議会
定例議会　本会議

８月

5
7
9
19
22

月
水
金
月
木

日 曜日 会議･行事
日吉津村ほか２か町下水道協議会総会
鳥取県町村議会広報研修会
議会視察受入（広島県江田島市議会）
議会運営委員会
清掃施設管理組合議会定例会

８月

26
27
28
30

月
火
水
金

西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議員研修会、スポーツ交流会

議会活動日誌
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一般質問

町
長
に
就
任
後
、
１
期
４
年

が
来
月
か
ら
最
終
年
に
入

る
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
む
か
え

る
２
０
２
５
年
問
題
、
第
２
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
高
齢
化
と
な
る

２
０
４
０
年
問
題
を
念
頭
に
置
い
た

施
策
、
政
策
を
来
月
か
ら
１
年
か
け

て
何
を
さ
れ
る
の
か
問
う
。

私
の
政
策
理
念
と
し
て｢

つ

な
ぐ
・
変
え
る
・
挑
戦｣

３

つ
の
Ｃ
と
、
町
民
と
約
束
し
た
５
つ

の
政
策
に
の
っ
と
っ
て
、
日
本
の
社

お
詫
び
と
訂
正

前
号
な
ん
ぶ
議
会
だ
よ
り
60
号
の
真
壁
容
子
議
員
の
一
般
質
問
で

（
誤
）

　正
規
職
員
化
で
雇
用
が
安
定

　は

（
正
）

　保
育
士
の
待
遇
改
善
・
民
営
化
の
見
直
し
を

　で
し
た
。

ま
た
、
編
集
の
段
階
で
町
長
答
弁
『
町
立
保
育
園
で
は
近
年
や
め
た
い
と
い
う
職
員

も
か
な
り
出
て
き
た
。
労
働
条
件
の
過
酷
さ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ

な
条
件
で
民
間
園
の
方
が
合
う
と
か
あ
る
と
思
う
。
も
う
少
し
長
期
的
に
考
え
れ

ば
、
多
様
な
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
た
保
育
に
よ
っ
て
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
あ
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
』
の
部
分
を
掲
載
し
て
い
な
く
、
全
文
が
不

明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。
お
詫
び
と
訂
正
い
た
し
ま
す
。
（
広
報
常
任
委
員
会
）

会
保
障
が
一
番
厳
し
く
な
る
と
い
わ

れ
る
２
０
４
０
年
、
１
・
５
人
の
現

役
が
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
時
代

が
25
年
後
に
迫
っ
て
い
る
。
厳
し
い

課
題
だ
が
、
そ
の
時
の
南
部
町
を
想

定
し
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で

行
政
の
課
題
を
整
理
し
、
公
・
共
、

私
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
や
地
方
行
政

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。
政
治
は
常
に
、
負
担
と
給

付
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
く
仕
事

で
あ
り
、｢

政
治
は
可
能
性
の
技
術｣

で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
き
が

い
や
喜
び
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

に
、
残
さ
れ
た
１
年
間
、
政
治
の
可

能
性
に
全
力
で
挑
ん
で
い
く
。

任
期
最
終
年
の
町
政

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
最
終
年
の
施
策
は

Ａ
政
治
の
可
能
性
に
全
力
で
挑
む

町
長

細
田

町
長

７
月
に
震
災
後
８
年
経
つ
東

日
本
大
震
災
の
被
災
自
治
体

の
調
査
に
出
向
い
た
。
地
震
、
津
波
、

原
発
事
故
に
遭
遇
し
た
福
島
県
浪
江

町
の
現
状
は
地
方
自
治
体
の
根
底
を

揺
る
が
す
も
の
と
感
じ
た
。
８
年
を

経
て
も
続
い
て
い
る
放
射
能
汚
染

は
、
他
と
異
質
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
と
痛
感
し
た
。

　
島
根
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
に
隣
接

す
る
本
町
で
も
決
し
て
他
人
ご
と
で

は
な
い
。
少
な
く
と
も
放
射
能
汚
染

被
害
自
治
体
で
の
諸
問
題
が
解
決
す

る
ま
で
は
原
発
再
稼
働
は
や
め
る
べ

き
だ
。
こ
の
認
識
を
町
長
も
含
め
共

有
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
原
発
事
故
被
災
自
治
体
に
つ
い

て
、
８
年
を
経
た
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
島
根
原
発
事
故
時
の
本
町
へ
の
影

響
と
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
問

う
。

浪
江
町
は
、
事
故
発
生
の
直

後
は
、
国
や
東
京
電
力
か
ら

十
分
な
情
報
が
な
い
な
か
、
町
長
は

自
ら
の
判
断
で
避
難
を
指
示
さ
れ

た
。
当
時
２
万
１
５
０
０
人
い
た
町

民
は
現
在
１
１
０
０
人
の
住
民
が
戻

ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
原
子
力
は

国
の
政
策
だ
が
、
安
全
が
第
一
義
で

あ
り
、
国
・
県
・
事
業
者
に
対
し
安

全
を
強
く
求
め
た
い
。
最
も
大
切
な

こ
と
は
町
民
が
安
全
安
心
で
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
本
町
は
島
根
原
発
か
ら
約
40
㌔
離

れ
た
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
だ
が
、
万
一
の
事

故
を
想
定
し
た
場
合
、
気
象
状
況
に

よ
り
放
射
性
物
質
の
拡
散
方
向
な

ど
、
決
し
て
油
断
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
同
様
に
、
屋
内
避

難
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
県

が
行
う
原
子
力
防
災
訓
練
や
、
放
射

能
の
研
修
会
に
職
員
を
参
加
さ
せ
、

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
原
子
力
発
電
に
未
来
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
方
の
国
民

の
共
通
認
識
だ
と
思
っ
て
い
る
。

真
壁

町
長

原
発
政
策

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ

｢

原
発
再
稼
働
は
や
め
る
べ
き｣

の
認
識
を
共
有
で
き
な
い
か

Ａ
原
子
力
発
電
に
未
来
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

町
長

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
を
求
め
る

Ａ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の
利
用
を
頂
け
れ
ば
と
思
う

町
長

高
齢
者
白
書
に
よ
る
と
、
現

在
の
住
宅
で
困
っ
て
い
る
こ

と
の
理
由
は
古
く
て
傷
ん
で
い
る
、

構
造
が
高
齢
者
に
は
使
い
に
く
い
、

台
所･

ト
イ
レ･

風
呂
場
な
ど
の
作
り

が
使
い
に
く
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

全
国
で
５
３
３
自
治
体
が
創
設
し
実

施
し
て
、
利
用
者
と
事
業
者
の
双
方

に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
町
内
の
家
庭
の
多
く
は
収
入
の
減

少
で
、
住
ま
い
の
修
理
や
改
修
が
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
、
ま
し
て
や
年

金
が
唯
一
の
収
入
の
高
齢
者
世
帯
に

は
簡
単
に
は
出
来
ず
、
自
治
体
の
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。

　
住
宅
改
修
は
、
地
元
の
業
者
の
方

に
も
仕
事
が
増
え
て
地
域
内
の
経
済

に
与
え
る
効
果
が
良
く
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
創
設
を
求
め
る
。

市
町
村
が
行
っ
て
い
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
政
策
目

的
は
、
地
元
中
小
企
業
の
支
援
と
経
済

の
活
性
化
及
び
個
人
の
消
費
拡
大
だ
。

個
人
の
財
産
形
成
に
つ
な
が
る
事
へ
の

税
金
投
入
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
定
の

政
策
目
的
に
か
な
う
も
の
を
対
象
条
件

と
し
て
い
る
。
定
住
促
進
と
し
て
、
若

者
、
多
世
代
同
居
、
子
育
て
な
ど
の
世

帯
が
要
件
と
な
っ
た
も
の
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
機
器
の
導
入
、
中
小
企
業
へ

の
発
注
が
要
件
な
る
も
の
等
で
あ
る
。

　
本
町
は
、
新
築
の
場
合
固
定
資
産
税

相
当
を
交
付
し
、
改
修
は
３
世
代
同
居

等
の
支
援
事
業
の
活
用
を
す
れ
ば
町
内

業
者
に
発
注
す
れ
ば
80
万
円
、
町
外
業

者
で
60
万
円
の
補
助
の
利
用
が
出
来
き

る
。

　
本
町
で
は
10
月
か
ら
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
発
行
事
業
で
子
育
て
世
代

と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
購

入
限
度
は
あ
る
が
、
20
％
プ
レ
ミ
ア
ム

が
付
く
の
で
、
改
修
へ
の
利
用
が
可
能

と
な
る
。
消
費
税
増
税
な
ど
家
計
の
マ

イ
ナ
ス
要
因
の
中
、
本
町
の
制
度
の
ご

利
用
の
検
討
を
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

う
。

亀
尾

町
長

７月

水
木
金
月
火
木
金
月
火
金

３
４
５
８
16
18
19
22
23
26

日 曜日 会議･行事
議会地方行政調査
議会地方行政調査
議会地方行政調査
鳥取県町村議会議長会定期総会、広報委員会①
広報委員会②
全国森林環境税創設促進議員連盟第26回定期総会
全国森林環境税創設促進議員連盟第26回定期総会
西部議長会正副議長局長研修会
広報委員会③
鳥取県町村議長会役員会、民生常任委員会

９月

5
6
9
10
11
12
13
17
18

19

20
24
25

木
金
月
火
水
木
金
火
水

木

金
火
水

日 曜日 会議･行事
定例議会　議会運営委員会・全員協議会・本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会、民生教育常任委員会、
複合施設建設調査特別委員会
常任委員会
定例議会　議会運営委員会・全員協議会
定例議会　本会議

８月

5
7
9
19
22

月
水
金
月
木

日 曜日 会議･行事
日吉津村ほか２か町下水道協議会総会
鳥取県町村議会広報研修会
議会視察受入（広島県江田島市議会）
議会運営委員会
清掃施設管理組合議会定例会

８月

26
27
28
30

月
火
水
金

西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議長会行政調査
西部町村議会議員研修会、スポーツ交流会

議会活動日誌
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直撃インタビュー

起業しようと思ったきっかけは
　  もっと楽しく快適に
私の仕事は、お客様の暮らしを快適に
するお手伝いをすることです。これま
で学んできた造園技術や外構工事を個
性的な空間の中で活かし、もっと楽し
くもっと快適な庭を造りたいと思った
からです。

Ｑ
A

石垣さん夫婦は子育て真最中。私の子供のころは職人さんがたくさんいました。気軽に相談できる｢まちの職人さ
ん｣がもっともっと増えてほしいと感じました。（取材担当者）

将来展望は
　  おしゃれにリ・ガーデン
私とお客様のアイデアの中から新たなガーデンが生まれま
す。その楽しいイメージづくりの中でリ・ガーデンを提案
していきたいです。リ・ガーデンとは、これまであった思
い出の詰まったものを再利用し新たな空間の中で生まれ変
わらせる事です。イメージづくりから完成までお客様にも
ワクワクしていただけるような仕事を目指していきます。

Ｑ
A

石垣　敬二さん（鶴田）

行政調査　民生・教育常任委員会　

行政調査報告!

１）智頭町での取り組みは、福祉事務所が担当しス
　　タッフは正規職員6名。その内4名が社会福祉士
　　資格を持ち対応している。
２）小学校の新1年生の時に保健師からの情報（健康
　　診断等で課題がある児童の情報）を共有し、家庭
　　個別訪問（福祉事務所と教育委員会）を行った
　　うえで学習支援を1年生～3年生に週1回火曜日
　　16：15～18：00まで実施。学習支援前には、
　　おにぎり・みそ汁の補食がある。
３）この学習支援での会話を通じ、困っていることを
　　声に出せない子どもの居場所が必要であることの課題把握ができた。
４）子どもの居場所づくりは、共働き、ひとり親家庭などで食生活の乱れや孤食傾向があり平成30年１
　　月に｢子ども食堂｣を開始した。週1回水曜日に放課後～19：30まで実施。平均40食程度の利用で
　　多い時は50食を超えるときも。幼児、小中高、大人も利用。土曜日は教育委員会の育カフェ実施。

(所感)
食事することだけでなく、子ども達から得た情報で家庭生活の困りごと等にも目を向け介入していくことで、
町民の多くの支援に繋げ成果をあげていることが分かりました。事業を行う行政組織と関連する行政連携のあ
り方、スタッフの構成など南部町に於いても見習うべきものと感じました。

8月9日鳥取県八頭郡智頭町へ視察しました
子どもの貧困対策 ～子どもの居場所づくりの推進～テーマ：

挑戦する若者たち挑戦する若者たち

直撃インタビュー

起業しようと思ったきっかけは
　  もう一度やってみないか
これまで勤めていた会社の社長が亡くなり、会社を閉
めることになりました。しかし、これまで現場でいっ
しょに仕事をしていた関連会社の仲間から、｢もう一
度やってみないか｣と励ましていただいたことが大き
なきっかけです。家族の支援もあり決意しました｡

Ｑ
A

将来の展望については
　  ドローン測量
ドローンを活用した測量にチャレンジしてみた
いと思います。ドローン測量とは、GPSや光学
カメラ、レーザー測距装置を組み合わせて行う
測量です。メリットは、短時間でリアルな立体
的データが得られるので仕事が早いです。工期
短縮、コスト削減に役立ちます。

Ｑ
A

﨏畑　将隆さん（上阿賀）

井川技研井川技研

議会改革調査特別委員会

　さる、７月19日～８月30日の期間で青年議会議員を募
集しましたが応募がありませんでした。
　委員会において反省を含め検討しました結果、青年議
会は延期とさせていただきました。
　今後、開催・募集方法等の検討を重ねながら対応した
いと思います。

第２回青年議会開催を延期

委員長　板井　隆

直撃イ
ンタビ

ュー

時間のかかる地上測量からドローン測量へ。﨏畑さんからその技術を聞いて驚きました。災害復旧などを加速させる次
世代技術だと感じました。（取材担当者）

（測量）

（造園･エクステリア）
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めることになりました。しかし、これまで現場でいっ
しょに仕事をしていた関連会社の仲間から、｢もう一
度やってみないか｣と励ましていただいたことが大き
なきっかけです。家族の支援もあり決意しました｡

Ｑ
A

将来の展望については
　  ドローン測量
ドローンを活用した測量にチャレンジしてみた
いと思います。ドローン測量とは、GPSや光学
カメラ、レーザー測距装置を組み合わせて行う
測量です。メリットは、短時間でリアルな立体
的データが得られるので仕事が早いです。工期
短縮、コスト削減に役立ちます。

Ｑ
A

﨏畑　将隆さん（上阿賀）

井川技研井川技研

議会改革調査特別委員会

　さる、７月19日～８月30日の期間で青年議会議員を募
集しましたが応募がありませんでした。
　委員会において反省を含め検討しました結果、青年議
会は延期とさせていただきました。
　今後、開催・募集方法等の検討を重ねながら対応した
いと思います。

第２回青年議会開催を延期

委員長　板井　隆

直撃イ
ンタビ

ュー

時間のかかる地上測量からドローン測量へ。﨏畑さんからその技術を聞いて驚きました。災害復旧などを加速させる次
世代技術だと感じました。（取材担当者）

（測量）

（造園･エクステリア）
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「自家焙煎珈琲」と
「焼き菓子」と「ランチ」のお店。
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探検隊
NO.3

〒683－0341
鳥取県西伯郡南部町鴨部82
080－4673－6370（瀧山）
ＯＰＥＮ／火曜日～土曜日（10：30～17：00）
定 休 日／日曜日・月曜日
　　　　　※土曜日（時々､イベントなどでお休みがあります）

【自家焙煎珈琲】
お店の中に新しく焙煎所「０（ゼロ）から珈琲研
究所」ができました。
「農業から焙煎まで」バリ島ボン村の七草共同運
営農園でオーガニック栽培した珈琲豆を30年
間、大切に使われてきた焙煎機で焙煎します。
珈琲豆は他にも色々とあります。

↑【焼き菓子】マフィン、クッキー、パンケーキなど
食べれば季節を感じる焼き菓子を素材はできるだけ鳥取県産の生産者の顔が
見える無農薬のものを使っています。

←【ランチ】
　牛乳、たまごを使わない季節
　のお野菜サンドイッチとお野
　菜丼をご用意しています。

｢

カ
フ
ェ
七
草｣

っ
て
何
?

『
物
語
の
あ
る
珈
琲
豆
を
一
杯
の
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
届
け
た
い
』と
言
わ
れ
た
事
が
印
象
的
で
し
た
。  （
取
材
担
当
者
）

米子市街

西伯小学校

プラザ西伯

南部町■
役場　　

〕 〔

〕〔

緑水湖

至 落合

至 高姫

カフェ七草

現地にて焙煎所所長（左）現地にて焙煎所所長（左）現地にて焙煎所所長（左）
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